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国際外洋ヨット選手権シリーズ1992
“チャチャ||”クラス2連覇達成！

IOR総合は"コルム･ルビー"(仏）

IMSでは“ドリームピック”がそ

れぞれ優勝。

淵附那叩艸繊
OFFSHORI=RACINCWORLDCHAMPIONSHIPMUMM

OneTonPacificChampionship1992
今年で10回目を迎えたJAPAN

CUPは秋から春に日程を変更。RO

RCならびにORCの公認レガッタ／
〃

となり，シャンペン・マム・ワール

ドカップ／環太平洋サーキット第3

戦として位置づけられた。

このワールドカップ･は，1年交代

で太平洋と大西洋で行うものて､，今

年は環太平洋サーキットの年。第1

戦／サザンクロス･カップ,第2戦／

チャイナシーレースに次いて傘，ジャ

パンカッフ･はその第3戦（第4戦は

今夏に行われるケンウッドカッフ。)。

また,IORワントンクラスでは，

「ワントン太平洋選手権シリーズ

1992」も兼ねることとなり，内容的

には従来と比べ，より一脳のI卦|際化

が図られた結果となった。

レースは，比較的風に恵まれた展

開となり，昨年のアドミラルズ・カ

ップ°の優勝チームが乗る“コルム・

ルビー”が定評通りの実力を発揮。

よく健闘した“ドンキーVI''を抑え

てIORクラスAならびにIOR総

合優勝をものにした。

また,IORクラスBでは“チャ

チャII"が全レースでトップ。。文句

のないクラス完全優勝，2連覇をな

し遂げ,IMSクラスでは,新鋭"ド

リームピック”が安定したレース運

びで厨券した（次号でレース関連記

事を特集します)。

※総合成績は9ページ

〃
ノ

Pー

／
／

前回のアドミラルズカッフ優勝チームが乗る"コ

ルムルビー”を迎え撃った，ア杯ニッポンチヤ

レンジの南波誠が乗る“ドンキー1V､'(写真手

前)6前方は“シエスタ”

写真／市川和彦
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アドミ働券の実力を存分に発揮したIOR総笥憂勝の"コルムルビー，、
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新鋭“ドリームピック”はIMSクラス優勝を果たした ワントン太平洋選手権も同時に行なわれた
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沖縄復帰20周年記念となった,今回の沖縄～東京レース。

まず，“ラッキーレディV''が，これまで20年間破られな

かった"チタ"のコースレコードを破ってファーストフィ
ニッシュ。

続いて，“ココリン111''も“チタ”の記録を上まわる速さ

でフィニッシュしてIMS優勝を果たした。

“ラッキーレディV''が更新したコースレコードは100時

間を切る快挙（98時間53分05秒)。次にこれを破るのは，
誰であろうか．…･･。

一両

１
１

城ヶ島でフィニッシュに向かう“ラッキーレディV” 写真ゞ市川和彦

Ｉ

、？一詞
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ニー買衾

コースレコードを更新してファーストフィニッシュの“ラッキーレディV

真の外洋レーサーに告ぐ

“ラッキーレディV''オーナー

稲葉文則

第一皿の沖縄レース，“チタ"のコ

ースレコード108時間32分を20年|Hj破

る事がて､､きなかった｢1本の外洋レー

サー達。

我がラッキーレディチームは,昨年

の鳥羽パールレース180マイルを17時

間半で駆けぬけ，冬の嵐をのり越一
グアムレースでIMS優勝を果たし

た。

そして今回，この勢いをもって，

“チタ”の偉大な記録を破I),昨今

低迷する外洋レースに活を入れるの

が，我々にあたえられた使命だった。

幸い，艇とクルーと風と連に恵ま

れ,ついに大望の100時間を切る98時

間53分のコースレコードを達成て､き

た。

我と思わん日本のヨットマン達日

本外洋帆走協会員の名にふさわしい

レーサーとしてこの記録を破ってく

ださい。それが今冬海で散った同朋

レーサーに捧げる最大の鎮魂碑とな

りうるであろう。

合掌

＝ー一一＝唖一一一一三=て三

一一一一署蟇害牽~･弓勇

IMS優勝の‘‘ｺｺﾘﾝ，，上とlOR優勝の"ハーフタイム，，下

＝
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どっこい沖縄レース 編集長朝河渭

椎、オレンジカッフ｡、その他数々の

レースがいたるところで､行われてい

た。それぞれの艇が、自分の思考と

スタイルにあったレースを選んで参

加している。ロンク守オフショアレー

スは思いつきや衝動て、参加て､､きるも

ので､はない。積み上げた経験と周到

な準備、チームの和、多額の資金を

必要とする。あだやおろそかに煽っ

て良いはずがない。参加艇を多をも

って良しとせず、参加てゞきることが

名誉とし、それに相応しい艇が参加

する基盤整備が必要と思う。

IMSの登場により、いっそう健

全で安価な艇でも、年式を経た艇で

も新艇と対等に競えるという図式に

大変興味をおぼえるが、当初の目論

みどうりあってほしいものだ。オフ

ショアレース隆盛の可否はこの辺に

あると思うが如何に。

室蘭)、東京小笠原レース、ク守アムレ

ース、沖縄レースの4つ全部の1位

をとる壮挙を成し遂げた。

参加者こそ少なかったものの、N

ORC発足の原点に帰った、参加者

'l'心の!|1身の濃いもので､あった。

参加艇による実施要項と帆走指示

書の作成、現地沖縄参加艇の方々の

準備と各方面への根回し、おかげで

回航組はなんの不自由なく準備にレ

ースに没頭できた。

参加全艇はグアムレースの教司||を

生かし、安全対策、艇の整備に万全

を期していた。事故もなく無事レー

スが終了したのは大変喜ばしいこと

て､､ある。これからのオフショアレー

スはどうなるのだろう。今回の参加

艇をみても、新規参加艇は皆無であ

った。この沖縄レース開催時、ジャ

パンカッフ｡、日本ミドルポー|､選手

昨年来，当オフショア誌は沖縄レ

ースロングオフショアキャンペーン

を続けてきた。結果はIORクラス

3艇、IMSクラス3艇のエントリ

ーて癖あった。IMSクラスて､､はうア

ーストホームをした“ラッキーレデ

ィ五世”が、勝利は逃したものの20

年間破れなかった記録を更新した。

IMSクラスて余倒勝した"ココリン”

も記録を破っていた。“ドンガメ”は

渡辺修治提督自ら回航から乗り込み、

~2歳ここにありと気概を示していた。

高年齢化してきた、NORC会員の

範とすべき快挙て､ある。

IORクラスでは、沖縄レースてﾞ

欠く事のできない常連の“さしば"、

そして中央大学ul岳部OBで､まとま

り最近若返りを図ったチーム“あず

さ"･ロングオフショア大好き人間の

集まり、過去2回の八丈島レース優

賞の経験を生かし抜群のコース引き

で神子元島で､は先行するハーフタイ

ムを視認し大いに盛り上がったが、

フィニッシュ直前のカームに泣いた。

ロシアの友人2人を乗せて“ラッ

キーレデイ五世”と共にグアムから

転戦してきた“ハーフタイム”は、

この勝利で500マイル以上の本部IO

へミレース、日本海レース(ナホ|､カー

ス
タ
ー
ト
後
、
｜
堕
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沖縄復帰20周年記念第11回沖縄～東京レース総合成績
|ORクラス

SAIL 艇 名 TYPEオーナー名 CL Rft 所要時間 修正時間 着順 順位TA

HALFTIME

AZUSA

SASHIBA3

朝河

杉村

城間

思聿

(目

直樹

祥行

YOK-35

YOK-33

FC12

１
１
７

０
２
２

０
２
８

３
２
１

03.01:05'33

03.03:40'56

25．93

24．53

30.83

５
５
０

３
１
４
３

５
ｒ

５
３

■
■
◆
■

８
０
１
０

４
５
０
０

１
１
１

181

194

143

１
２

１
２

IMSクラス

SAIL 名 オーナー名 TYPE艇 CL 所要時間 修正時間 着順 順位TA

COCORIN3

LUCKYLADY

DONGAME8

識名

稲葉

渡辺

朝典

文則

修治

EL10.6

JONS12

WAT36

3755

4591

120

５
５
６

４
０
５

ノ
ノ
グ

３
３
３

２
５
２

■
■
●
や
●
●

５
２
２

０
０
０

１
１
１

４
０
１

９
６
２

４
４
５

０
２
６

川
詮
川
設
一
ｒ
３

ｎ
〕
ｎ
Ｕ
ハ
Ｕ

３
４
４

０
０
０

１
５
４

１
０
３

６
３
４

３
５
１

１
２
２

２
０
１

２
１
３

１
２
３

貝
』
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第う回相模湾JBCオーンヨッブトレース
蕊『

暫 孕.
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開催日：1992年B月7日旧)[参加者募集中I

種目

参加対象

参加費用

表彰

締切日

クルーザー

アマチュアヨット愛好者すべてを対象としま説

1艇につき8,000円(8人まで)/9人以上の場合は1人追加ごとに1,000円

参加者全員に参加賞､各クラス1位～3位にトロフィー､4位～6位に楯､他特別賞を多数用意していま-炎

5月31日(日1

禽葎
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■主催:株式会社朝日海洋

■主管:社団法人日本外洋帆走協会関東支部STC(セールホート･トレーニング･クラブ）

■後援:神奈ﾉ||県､三浦市

■協賛:株式会社西洋環境開発

■協力；逗子マリーナ､葉山マIノーナ､シーボニア 戸

葺寄竃

お申し込み*お問い合せ：相模湾JBCオープンョットレース事務局0468-82-1212(朝日海洋シーボニアマリーナ内）
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コルムジヤパンカップ1992総合成績
CLASSIOR

TOTAL POSRACE5RACE4RACE3TYPE r「
ー一 Rft RACE］ RACE2SAIL YACHTNAME OWNER

０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
７
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
３
２
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
０
８
０
２
０
７
６
２
１
６
６
６
２

８
８
７
５
４
４
３
３
３
３
２
２
２
２

１
２

５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
２
７
１
０
６
８
３
９
３
４
５
１
２

１
１
１
１

１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

二
‐
○
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

８
４
６
８
０
６
２
２
０
４
４
８
２
６

２
２
２
１
２
１
１
２
．
１
１

Ｏ
－
Ｄ
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
７
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
３
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
１
８
１
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
２
１

J八『45

FARR40

FARR45

R/l)44

FARR40

FARR4(）

N/M50

FARR4(）

YOK40R

TAKI40

FAR39

FARR40

J/V45
FARR40

０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
ワ
』
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
１
‐
４
９
ワ
』
６
０
３
８
１
１
４
今
７
２
５

１
１
１

１

１

１
２
１
１
２
２
１
２
２
１
２
２
１
２

岸
Ｄ
Ｐ
⑨
勺
１
２
戸
‐
Ｄ
４
４
ｎ
ｊ
ｌ
戸
、
ハ
Ｕ
ｎ
５
ｎ
５
４
宝
－
３

ハ
リ
５
７
】
２
行
○
句
０
．
４
７
）
戸
、
【
ｊ
ｎ
ｊ
‐
４
ハ
Ｕ
－
か

ニ
ワ
ハ
Ｕ
５
Ｆ
Ｄ
０
〉
ｎ
ｖ
ｎ
〉
ｎ
〉
ハ
リ
ハ
リ
ハ
リ
ハ
Ｕ
｛
Ｄ
Ｏ

ｎ
ｊ
旬
Ｊ
《
Ｊ
ｎ
ｄ
ｎ
ｄ
ｍ
ｄ
４
４
つ
ｊ
ｎ
ｄ
へ
ｊ
ハ
ｊ
ｍ
Ｊ
九
ｊ
ｑ
ｊ

５
０
０
－
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

２
０
０
－
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

４
２
，
○
１
７
９
４
５
２
０
１
３
８
６

１
１
１
１

１

５
９
５
５
６
３
０
５
５
０
１
２
３
５

５
〈
５
１
３
０
３
９
２
０
０
１
７
５
０

２
［
１
２
７
６
０
局
ｊ
７
７
５
２
ワ
』
５
３

１
４
３
４
３
４
４
１
３
４
２
４
，
Ｊ
４

CORUMRUBIS

CHACHA2

DONKY6

SIESTA

BOY

ARECANBAY

CORUMJ

SUMMERGIRL

MATENROW

KARASU

CARINO8

PROPAGANDA

SWING

BLUENOTE

CORUM

A・YAMAMURA

S､DOI
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第33回烏羽パールレースヘのお誘い
本部帆走委員会

本年度烏羽パールレースは以下の要項で行います。ふ参加申込：6月26H(a)18:30まて､､に所定の申込用紙に必要

るってご参加下さい。尚，烏羽における泊地に関する詳事項を記入し(東海支部へはハガキで)，出艇

細につきましては東京及び東海支部て､の連絡会議で説明科を添えてNORCの本部またはNORC東
致します。艇長もしくは代理人の方は必ずll!!席して下さ海支部事務局にお申し込み下さい。
い。出 艇申 告：7月23[I(191 0 : 3 0 ～ 1 5 : 0 0

（時間厳守）

スタート 日時：舩烏羽グランドホテル
Aコース7月24日㈲12:00

Bコース7月2411(a)12:20提出書類:A,Bコース共通

タイムリミット:7jj26日（日)18:00出艇申告書(2部),会員証のコピー，「鳥羽
コー ス パ ー ル特別規定」I|-I告書（連絡会議て､配布）
A コース鳥羽→神津島（反時計 ） → 三 1 1 1 苛 港 A コ ー ス へ

( 180M)NORCの安全検査証コピー
Bコース鳥羽→三崎港(150M ) B コ ー ス

小型船舶安全検査証（沿海区域以上）
参 加資格コピー

Aコース：

1)IORもしくはJORの有効なレーティングを所艇長会議:7月23n(7N17:00～18:00

有し,ORC-III以上及びNORC-B以上の安全船鳥羽グランドホテル
検査に合格している艇てゞ「鳥羽パール特別規定」と

して①何らかの通信手段を持っていること（連絡会連絡会議：東京

議で申告）②ライフラフト搭載のこと。7月10n勘18:30~

2)IMSの有効なレーテイング証書を所有している船国鉄労働会館8Fホール
艇。安全に|封しては、l)のIOR/JORと同じ。東海

Bコース：7月15H(jO18:30~

有効なNORCクルーザーレーティングを所有し，船東海会館華寿殿

小型船舶安全検査「沿海区域」以上の検査に合格し，＊必ずどちらかの連絡会に出席をお願いし
「鳥羽パール特別規定」として，①何らかの通信手ます。

段を持って いること(連絡会議で申告)。②ライフラへ
国鉄労働会館略図(B03-3214-9415)

フト搭載のこと（小型船舶安全検査の浮器は不可）

③乗員分のハーオ､ス及びパラシュートフレア4本を・高島屋｜｜･プﾘジｽﾄﾝIL
搭載のこと，を棚たした艇乗員については，小型

船舶安全検査以内とする。

A,Bコース共通

NORCの登録艇または会友艇であり，艇長はN

ORCの会員であること。

乗員数は4人以上て．あること。また，乗組員の1／

2以上は会員であること。

－
rーー一一一・一一一

息－
｢嘉悪

日本興業銀行●
■■

大丸(八重州口）国鉄労働会館
I東京駅1－

至神田

第19回江ノ島･清水レース
参加料：出艇料1艇

（申込締切まで､に納入して下さい）

乗員参加料会員1名

非会員及び会費未納者

15歳未満

（出艇申告時に納入して下さい）

6,000円
スタート7月lln(i)13:00

ll1込締切6月26日（金）

出艇申告・艇長会議7月11日(士）円
円
円

ｉ
ｉ
ｉ

１
ｊ
ｊ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

２
６
２

’
注)本誌1月号で告知した鳥羽レースおよび江ノ島・

清水レースH程は,本項のようになりました。



'1

海とヨ 二人展

3月27．28．29Hの三日間にわた

り，平松栄一(顧問会議長)，渡辺修

司（前技術委員長）両画伯の展覧会

が臼lll苛スタジオ("ナジャ”オーナー

白崎謙太郎氏宅）において行われたく

マアチュア画家としては有名な平

松さんの作品は，油壺・小網代等の

ハーバー風景と最近の旅先（北海道，

ご中縄，ヨーロッパ等)での近作30余

員。渡辺剛白の作品は若冠19才の処

女作"須崎の海女”“須崎港風景，，を

まじえ，歴代“どんがめ”を描いた

躍動感あふれる十余点の正にNOR

Cともいえる作品群。

来場各位持参の酒ピンの林が会場

渡辺画伯の処女作了須崎の海女塑

をにぎあわせた。要するに，両画伯

をダシにして，海とヨットの絵を肴

に酒を飲もうというのが本会の仕掛

人達の魂胆であったらしい。

あいにくの雨天も手伝って,「ヨッ

トに乗りにいけないから…」という

来場者もあり，両酊白御夫妻を中心

に大いに盛り上がった。

蕊
乱駒

O恥"ORf

平松画伯(左)と渡辺画伯

馴乎扉

度辺画伯による『第｜回館山レース，千葉･浮島沖の"どんがめⅣ"』

へ

平松画伯による，小網代のハーバー風景を描いた作品
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1992年度関東支部第1回代議員会議事録
社団法人日本外洋帆走協会関東支部

1日時

1992年2月15H(土)1300～1410

2場所

東京都千代田区霞ヶ関3－2－3

1I1立教育会館602会議室

3出席者

代議員51名

（出席者30名）

山本高靖石井竹彦小黒公一前田泰明

市村俊Iﾘ1尾烏祐太即加藤正敏清田博

中谷林平並木茂士初鹿野幸生平田克己

古川 保 夫 別 部 尚司大儀見蕪蒲谷和行

藤lll勝済村本偏り）飯島征ILI郎1|!馬男

林正Iﾘl小澤美弘安原遊Ij沼田尚文

三宅 直 晴 大 田 黒俊一内藤恒夫野口隆司

畑l1I晴彦稲葉文lリ

（委任状21名）

柿島亮一橋本博倉持ポll夫井上武

加藤忠男斜森保雄枡田政論北村勝彦

周東英卿高木信幸 仁 藤 勝 則 野 村 清

石原拓論田中一美烏本洋一矢吹秀邦

藤井茂伊藤秀利大河原雅之多田將三

岩澤文雄

代議員以外の出席

安1曲lｲ言一（常任委員・刑支部長）

中_L川貞次郎（常任委員・財務担当）

川久保虹Ⅲ（常任委員・諸磯FC)

渡辺]lijn(常任委員・柏崎FC)

清水栄太郎（監事）

4議題

（1）1991年度事業報告及び収支決算報告

(2)1992年度事業計画及び収支予算

（3）1991年度関東支部基金報告

（4）常任委員及び監flfの選fl!,

（5）その他

5議事

1300,安li'1Mﾘ支部長のifl会により開会，出席代議員は

51名で代議員73名の過半数となり定足数を充足している

ことをW蒔払並木支部長力議長となり，議事録署名人に

小沢，内藤両氏を指名し議事に入った。

議題(1)1991年度事業報告及び収支決算報告について

中｣JII総務委員から，資料に基づき1991年度の事業内

容について報告があり，さらに，同収支決算について大

要次の報;!iがあった。

91年度の収支概要は,単年度では残念ながら1,679千円

の赤字となった｡90年度の決算が751千円の黒字決算てあっ

たのに比べ，大幅な出超となりこれによって，翌年度繰

越収支差額が4,820千円から3,141千111となる。

収入面で､は,会費収入は対予算737千円で堅調,舟艇登

録は対予算55千円の微噌，事業収入|對係では，レース|對

係が対予算154千円とほぼ予算同額,スポンサー協賛金も

予算通りとなった。以lのように収入は会費収入の対予

算差額がほぼ全体の予算差額の内訳となっている。

支出面では，総額で対予算差額2,394千円となってl毎

る。費目別では，管理費は人件費と事務所移転に伴う詠

掛かりて､､1,488千円の榊，事業費は,868千円の増で聾ll

的には琳減があるものの，大きく予算超過となっている

のは帆走委員会費用て､ある。この原因は特別事業である

裕次郎レースカ覗乍年まて叡単独で約1,000千円強の黒字を計

上していたことに対し,今年度は100T1'1弱と大きく減少

した。しかし，パーティは飲食物も多く，実行委員が参

加し盛りあげ結果は良かったのて叡はないかと思われる。

また，総務委員会は昨年度の名簿発行灘の支部負担が予

算差額の殆どであり，これは予算作成時に時間的なⅢ題

で欠落した絲果である。

以上が,恥年度収支悪化の原因であり,結果として昨年

度までの繰越収支差額は,4,820千|リから3,141千|リに減

少した。

なお，この決算関係普類については，2月4H大儀兄，

清水両監半の監査を受け，適正・正確との監査報告をい

た だいた。へ
並木議良から,本案について諮られたが質疑等はなくノハ

認された。

議題(2)1992年度事業計画及び収支予算について

中_IJII総務委員から，盗料に基づき1992年度の事業茅f

画について税lﾘ1があり，さらに，同収支-f算について大

要次の説IﾘIがあった。

92年度予算については，例年のように12月初旬まて､､に

各委員長，フリー|､キャフ｡テンから要求案を緒IJ!してい

ただき，それを基に1月の常任委員会において決算兄込

みを対比しながら策定した。内容的には，ほぼ前年度実

績（見込）を基に計画されている。

収入面では,特記事項は,会費収入関係で今年度よl)fk

施される会賀値上げの支部i肥分分を加算し，レース参力l1

科を7,500千円と考え,またクルーザーレーテイングの計

測料値上げと更菊稀I度導入による増加分を見込み，スポ



ンサー協賛金については，今年度と同様に裕次郎メモリ

アル3,000千円，フリー|､対抗3,000千円計6,000千円を

計画した。

支Ⅱll面では,管理費等は兄込みを基に策定し,事業関係

て､はクルーザーレーティング委員会|對係の支ll'!を年次更

新対応のため増加させた｡安全委員会についても安全フェ

スティバル開催予算の増額等を折り込み策定した。その

他は管理費同様実績見込みを参考にした。

その結果，92年度予算については,28,400千円と，収

支同額を計画することとなった。

なお,実際の連用については,常任委員会及び財務担当

で充分内容を吟味し，予算執行を公正かつ適正に行なう

所存て､､ある。

各代議員等から,質疑提案等があり支部長等から応答が

＝)った･大要は次のとおりて､ある。

＊小黒代議員

泊地ﾒ様委員会の予算が,昨年実績がないのに今年度

30万円となっているが，事業は何か

．安li'ilRII支部長，泊地対策委員長

泊地に関するアンケート調査を災施することとしてお

りその予算で､ある。

＊清田代議員

①予算は収支同額て愈あるので赤字になる可能性があ

る。収入増，支出減を真剣に考えなければならない。

②総会開催案内を早めに通知してもらいたい。

③今年は,代議員選挙の年て､ある｡各フリート所属会

員名簿の整理を早急にしておく必要がある。

・並木支部長

①収入増については,会費値上げによる支部配分分の

",CR関係の増収，また，事業計画にあるフリー

ト組織の充実会員増による会費増収等を考慮し期待

へしている。

②開催日時は,12月に決定している｡郵便による通知

は7日～10H前に会員に到着するよう発送してお

り，オフショアには12月号,1月号両号に連載し

た。

・清水監事，本部専務理事

③会員がどこのフリートに所属しているかは入会時等

における会員の申告て､決まる。入会後フリートを変

更しても連絡がなければ，コンピュータデータの訂

正がて翻きないので入会時に申告した旧フリートに所

属していることとなり，また，入会時に無申告であ

れば無所属ということになる。

フリー|､変更登録を所定の手続きて．していただくよ

うお願いする。

*並木支部長

会員証にフリート名を入れることはて、きないか。

･清水監事，本部専務理事
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入れられないことはないと思う。

＊平川代議員

議事録には討論を入れてもらいたい｡また,会員が乗っ

ていないのに登録を継続保有している船，また会友艇

は塒えても特別会員が恥えないのは問題て､､あるのて硬，

これらについて整理して考えてもらいたい。

＊大儀見代議員，監事

安全に関しては，事業計画で､も触れており，予算面

て､､も30万円から今年は50万円に増えている。安全委員

会を中心に実質的な安全対策を促進してもらいたい。

また，代議員会を定期開催としliLめに日時を設定して

もらいたい。

予算面て注|｣されるのはCR委貝全て醸,昨年の70万l'1

から本年は170万円に墹加している力事業予定力斗可かあ

るのか

・中IJII総務委貝

今年度からCRのfl剤欠更新制度が発足することとな

’)，データ整理の外部発注がある，また，初年度とい

うことで増額することとなった。

このほか質疑等はなく,並木議長から本案について諮ら

れ承認された。

議題(3)1991年度関東支部基金報告について

並木議長から,本議案は基金総会として誇瀧願いたい旨

の発言があり，中上川総務委員から，資料に基づき収支

決算財産'二1鉢等大要次の報告があった。

91年度収入は6,518千円，支出は11,100千I'1て騨あった。

支出而て醗は,補助金収支という形て､､11,000千|リの支出が

あるが，これは，昨年のグアムレース事故|對係の諸対策

として本部へ文I1II!した謝川て鹸ある。これにより次期収支

差額は76,239千円となった。

各代議員から，「補助金収支1,100万円」に関して，詣

種の質III1があり，並木支部長等から|''l答があったが，そ

の状況は大要次のとおりであった。

始めに並木支部長から,本件は常任委員会て承認したも

のだが，本会での承認をお|願いしたい。との発言があっ

た。

＊清'Ⅱ代議員

①｜對束支部基金を他支部の船の遭難対策に使用する

のはなぜか。

②他支部には基金はないのか。

③レース委員会が遭難対策保険を契約する必要はな

いのか。

・並木支部長

①1隻は他支部の船で､あるが，本部が対策費用とし

て使用するものである。

・清水監事，木部専務理事

①他支部にも基金はあるが,遭卿紘寸策をI_|的としてい
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るのは東海，内海て､，西内海，は行事対応としてい

るようである。

・安岡副支部長

現在，この費用は本部で使用中て､あり，当初は,取り

あえず1,100万円本部へ貸しましょう,後刻決算後本部

から報告を求め常任委員会で検討し決定しよう，とい

うことで補助金収支の名目にしたものである。

＊市村代議員

本来は貸付金ではないのか｡基金を支出したこと自体

には反対しないが，本部の責任で賄われるべきものてﾞ

あるのて､，本部から使用目的，使用方法等の明確な通

知を受けて，それを支部会員に説Iﾘ1して，その上で､支

出を認める。という方法をとってもらいたい。

・中上川総務委員

貸付金とすると，本部の収支状況が悪く債務超過に

なるのて騨，補助金の名||にしてもらいたいとの本部の

要望があり，このようにしたものである。

＊平田，三宅代議員

常任委員会て穣決めたのはどうかと,W,う｡代議員会レベ

ルの問題と思う。

＊大儀兄監事，代議員

本件は,形は補助金であるが実質は貸付金ということ

も，本部財務委員会の説明を受けており，認めようと

いうことて､､あり，基金の性格として遭難対策に使用す

ることは本筋て繰あるので，今回の問題点を前向きに検

討するということて，はないのか。

基金の'三l的は,単なる遭難文様のみではなく，その運

営は常任委員会と同メンバーで構成する基金運営委員

会が行なうこととなっていることを理解していただき

たい。

＊中谷代議員

かっての初島レース遭難時は,ﾒ様費は全部自前であっ

た，と記|意している。今回の支出は正当でやむを得な

いことだとおもう。

＊市村，清IH代議員

14

収支力現在不明て、あるのに補助金の形て支出するの

は，納得て．きない。貸付金として一時処理し，収支が

明確になってから会員の了承をとり，その後補助金と

して処理するという会計措置をとってもらいたい。

．安'前1副支部長

法人経理として，負債超過力継続すると問題になる，

という本部の説明を受けた。

・並木支部長

常任委員会で､も同様な意見が多かったが,本部の苦し

いところもあl)やむを得ずこのような措置をとった。

補助金の使途等に関しては後ロ説明する。

＊別部代議員

基金の将来構想を検討してもらいたい。

・並木支部長

早ぃ時期に代議員会を開催し,将来構想を含めた今イー

の問題等を検討する。

安岡副支部長から,支出名目を含めて本案を了解しても

らいたい。

並木支部長から,本案を諮りたい旨の発言があり,承認

された。

議題(4)常任委員及び監事の選出について

並木支部長から，資料常任委員･監事名簿92年度（案）

に基ずく提案があり，案作成後の変更等について訂正の

後，諮ったところ異議なく承認選出，これに基づき支部

長が任命した。（常任委員･監事名簿92年度は，本議事録

に添付することとした｡）

以上をもって審議を終了し,1410,1992年度関東支部

第1回代議員会を終了した。

上記議事録に誤りのないことを証明し，

1992年2月15日

議長並木

署名人小澤

署名人内藤

記名押印する。

へ

茂士（印）

美弘（印）

恒夫（印）

第36回関東支部総会議事録
社団法人日本外洋帆走協会関東支部

1日時

1992年2月15日（土)1420～1525

2場所

東京都千代田区霞ヶ関3－2－3

1玉|立教育会館602会議室

3出 席者

647名（出席44名委任状603名）

4議事

安岡副支部長の司会により開会,出席特別会員及び正会

員は647名で両会員2,423名の5分の1以上て、定足数を充

足していることを而薩息並木支部長力議長となり，議事

録著名人に小澤美弘，内藤恒夫両氏を指名，議事に入っ

た。

5議題1)1991年度事業報告及び収支決算報告について

中上川総務委員から,資料に基づき事業実施内容につい
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て報告があり，さらに,li'1収支決算について大要次の報

告があった。

91年度の収支概要は,単年度で､は残念ながら1,679~FIII

の赤字となった｡90年度が751千I'1の黒字決算であったの

にくらべ，大l陥な出超となl)これによって，繰越収支差

額は3,141千円となる。

収入面で､は,会費収入は対予算737千円で堅調,事業|對

係て､､はレース関係が対〕'算154千l'1とほぼ予算同額,スポ

ンサー協賛金も予算どおりとなった。以上のように収入

は会賢収入の対予算差額がほぼ全体の予算差額の内訳と

なっている。

支,'l'!面て愈は，総額で対予算差額2,394千I11となってい

る。1MR別では，管理賀は人件費と事務所移転の諸掛か

りて､､1,488千円の増、事業費は，868千円の坤て叡費｢|的に

は墹減があるものの，大きく予算超過となっているのは

111凡走委員会費川て､､ある。この原|大|は特別事業である裕次

郎レースが昨年まで約1,000千Iﾘ強の黒字を計土していた

のに今年度は100千円弱と大きく減少したことによる。し

かし，パーティは飲食物も多く，実行委員会が参加し盛

り上げ結果は良かったので､はないかと思われる。また，

総務委員会は昨年度の満簿発行費の支部負机が予算差額

の殆どであり，これは丁算作成時に時間的な問題て､欠落

した結果である。

以|･が単年度収支悪化の原因である｡この決算関係普類

については，2j14日大儀見，清水両監事の監査を受け，

jmlli･正確との監査結果をいただいた。

特に質疑はなかった。

議題(2)1992年度事業計画及び収支予算について

1|I_IJII総務委貝から,資料に基づき事業計画の説Iりlがあ

り，さらに，収支予算について概略次の説lりIがあった。

92年度予算については，例年のように12M初旬まで､に

各委員長，フリートキャフ･テンから要求案を出していた

だき，それを基に1月の常任委員会において決算(兄込）

を基に計画されている。

収入面では,特記事項は会費収入関係で,今年度より実

施される会費値上げの支部配分分を加算し，レース参加

料を7,500TIリと考え,またクルーザーレーテイングの計

測料値上げと更新制度導入による増加分を兄込み，スポ

ンサー協賛金については今年度と同様に裕次郎メモリア

ル3,0()0千円，フリー|､対抗3,000千円計6,000千円を計

画した。

支l111面て､､は,管理費等は見込みを基に策定し,事業|對係

て､はクルーザーレーテイング委員会関係の支出を年次更

新対応のため増加させた｡安全委員会についても安全フェ

スティバル開催予算の哨額等を折り込み策定した。その

他は，管理費同様実績兄込みを参考にした。

その結果，92年度予算については，28,400千円と．収

'6

文同額を計画することとなった。

なお,実際の運用については,常任委員会及び財務担当

て､充分内容を吟味し予算執行を公正かつ通Eに行なう所

存て､ある。

特に質疑はなかった。

議題(3)1991年度関東支部基金報告について

並木支部長から,本件については支部基金規約に基づき

支部基金総会として審議願いたい旨の発言があり，中上

川総務委員から資料に基づき,91年度収入は6,518千円，

>k,'l',は11,100千円で､あった。支IIII1面では補助金収支とい

う形で11,000千円の支出があるが，これは，昨年のグア

ムレース事故関係の諸対策として本部からの要請により

文,'l'!した謝川て､､ある。との説Iﾘ1があり，並木支部長から，

先ほどの代議員会て鹸は名目は補助金ではなく貸付金て、I＝

ないかとの質問があり，この件は次回代議員会て職誹

議することとなっている旨説Iﾘlがあった。

特に質疑はなかった。

議題(4)常任委員会及び代議員会報告について

II'_HII総務委員から,本年度支部第11n1代議員全て選出

された常任委員及び監事の報告があった。

議題(5)その他

①安岡副支部長から，2月22｢I開催予定のNORC代

議員会に提出する支部選出理事候補者名の報告があっ

た。

②グアムレース事故報告について

尾島レース委員長から，概略次の報告があった。

事故対策委員会で､は，現在海上保安庁広報，「マリン

マリン」「たか｣関係者からのヒアリング内容等の情報

を整理データを確定，時系列とし分析中である。ヘ
の結果を各委員会にバックし専門家による分析を求6－

る。という作業を進めている。

捜索に関しては,レース委員長として帆走才雨菩どお

りに6111200に捜索要請を行なったが，グアムにおい

ては511午後及び6日午前の2回飛行機をチャーター

しコミッテイが搭乗し捜索を実施したがいずれも手が

かりはなかった。

次いで，次の発言等があった。

＊大儀兄事故調委員長

＊基本的には起こり得ないことが起こった。一番のポ

イン|､は，メ慌て､､ある。妥協する事なく原因をIﾘl確に

し結論をIII｣!したい。

＊清水事故調副委員長

ジャパングアムヨットレース事故調査対策委員会

は,本年1月1日に発足,ハード面の建造,設計2チー

ムとソフト面の通信，安全,1Wt走の3チームで構成さ
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れ各チームそれぞれ力調査を行なっており，運輸省始

め各官庁からのオーダ､－も数多くきている。1月26H

に緊急理事会を開催し，その際NORCの諸事業は

従来どおり進めるが，前提は事故の教訓を無にしない

ということである。また,GMDSS関連て､､イーパブ

は,406イーパブの推奨が決められた。

事故調の報告書は今月中にドラフ|､，3月I-|'にまとめ

る，ことを目安として鋭意努力している。

なお，16日に｢たか｣合同慰霊祭があるので多数参加

していただきたい。

＊並木支部長から保険はどうなのか。との質問があり，

尾島レース委員長から，レース説明会の際各艇に保険

にはいるように推奨はしたが，レース委員会が契約す

るということは，艇長責任との兼ね合いがあり，この

~件は,NORCの方針として上吝職関で決定すべき事
だと思う。また，レース規則は，運営サイドの大きな

柱でこれがなくてはレース運営はて、きないと思う。た

だ，原案が外国製なのて､|]本にはなかなか受け入れに

くいと思う。との発言があった。

＊平田氏から｢マリンマリン｣はなぜ巡視船に移乗しな

かったのか。との質問があり，尾島レース委員長から

資料整理膿'1て畿あり最終的な検証ができてからお知らせ

したい。との返答があった。

ほかに，発言提案等はなく，以上を報告を終了し，

1525,第36回関東支部総会を終了した。

上記議事録に誤りのないことを証明し，

1992年2月15日

議長並木

著 名 人 小 澤

署名人内藤

記名押印する。

茂士

美弘

恒夫

ｊ
ｊ
ｊ

印
印
印

く
く

第14回代議員会議事録
社団法人日本外洋帆走協会

1日時

平成4年2月22H(LL)1520～1625

2場所

東京都千代田区霞ヶ関3－2－3

国立教育会館601会議室

3出席者

代議員137名中出席74名（うち委任状49名）

（出席）

小黒公一前田泰明市村俊I川尾島祐太郎

加藤 正 敏 清 田博中谷林平並木茂士

へ初鹿野幸生古川保夫朝河清大儀兄薫

菅野 道 周 東 英卿藤山臓斉村本信男

中馬勇矢吹秀邦安原達郎大田黒俊一

内藤恒夫畑田晴彦岩崎正幸二村昭沽

山本正弘

（委任状）

山本高靖ほか48名

（代議員以外の出席）

石原慎太郎（会長，議長）

秋田博正（副会長）清水栄太郎（専務理事）ほか

4議題

（1）ジャパン・グアムレース報告

(2)1991年度事業報告及び収支決算報告

（3）1992年度事業計画及び収支予算

(4)1992～1993年度担当の理事・監事の選任

(5)1991年度会費1辮内者（除名予定者）について

（6）その他

5議事

1520,大儀見副会長の司会により開会，出席代議員は

74名て､､本代議員会の成立を確認，石原会長力議長となり，

議事録署名人に古川,初鹿野両代議員を指名し議事に入っ
た。

議題(1)ジャパン・グアムレース報告について

尾島レース委員長から,資料に基づき大要次の報告があっ

た。

既に報道等からの情報によりご存知と思いますが,今回

のグアムレースて､､は過去経験しなかった大事故が発生し

ました。NORCは,12月27H「マリンマリン」の落水

から緊急体制に入り,1月111から「MM事故調査対策

委員会」を召集し，その後「たか」遭難のため，組織を

「ジャパン・ク霧アムヨットレース事故調査対策委員会」

へ改組し，全力で対応してきましたが，何分にも事故の

大きさが計り知れず，日々の新しい情報に振回され，各

位への報告が遅れたことをお詫びいたします。事故調査

対策委員会では，事故の問題点となる情報を収集し，こ

れを一つ一つ検証し，正確な事実を基に対策を講じる方

針て、，第1次の報告書を3月未完成を目指して取り組ん

でいます。まだ，質問に答えられる状況にないことを了

解していただきたい。

石原会長から，委員会には非常にご苦労を願っている

が，世間にオーシャンレースとは何かということを，認

識してもらうためにも，我々て鹸なければ作れない報告書

を完成していただきたい。旨の発言があった。
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議題(2)1991年度事業報告及び収支決算報告について

久保常務理事から,資料に基づき，レース事業等の各事

業及び各委員会の活動|犬況の大N群R告があり，児玉財務

委員長から，収支決算について資料に基づき概要次の報

告があった。

91年度収支の概況は，主としてイベント収支の悪化に

伴い，極めて厳しい数字となった。会費・登録収入，管

理費等経常収支はほぼ予算どおりに推移したが,II本海

レースの中止等による賛助会費の未実現，タ、プルハンド

レースの経費増，ジャパンカッフ。の収入減経費増等に

より大幅な収支のマイナスとなった。加えて，年末に発

生したグアムレース遭難に対し一時に相当額の現金を用

意する必要が生じ，関東支部基金から遭難対策基金の協

力を仰ぐ･こととなった。

収入については，

・会費入会金は微増，賛助会費は予算段階での予測

を大幅に下回った。

・登録料は伸びたが，会友艇登録の増加が主たる要

因。

・会報収入の伸びは，財務委員会扱いて､､GPSの頒

布をこの項目に計上したためて､ある。

．特別事業のI|'にはIMS関連事業として,IMS

レース協賛，同ソフト開発協力の事業があったがこ

れは実現しなかった。

支出については，

・管理費は予算どおりに推移した。

・会議は新事務所て、の会合を主体に考えていたが,会

議費の削減には至らなかった。

・会報委員会費の大幅増加は前述のGPSの仕入れ

が計上されているためである。

．特別事業費，タ守ブルハンドレース経費は，通算事

業費では596万円の黒字決算となったが,単年度対予

算では800万円の支出超過になった。

.特別事業費，ジャパンカッフ。は，対予算200万｢ﾘの

収入減約400万円の支ll'!超過となり，単独収支でも

マイナスとなった。

以上のとおり,今年度決算はビッグイベン|､の収支に大

きく左右されてしまった。特にこれらの支{|I!について，

十分にコン|､ロール出来なかったことについては，当委

員会の責任を大きく痛感している。

今年度，遭難関係の支出も相当額予測されることから，

この反省を十分に活かして予算執行に当たりたい。

各代議員から，大要欠の質問があり，石原会長，大儀

見副会長等からl''l答があった。

質問

.厳しい財務状況に関して，会員は何かすることが

あるのではないか，関心のある会員を巻き込んで皆

でよい方法を考えようではないか。
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・継続してきた本部レースが''1止されたのはなげか

わしい。本部はどんな考えなのか。外洋レースをや

らないて､､NORCは何をしようとしているのか。

･NORCの下部組織が運営するような小さいレー

ス，クルージンク艇主体ののレースが少ない。

・遭難等の特別（臨時）支fl'!と経常的なものは，明

確に分けないと充分な把握がて､きないのて繍はないか。

．特別事業の「赤字」は暦年が違うため実体とは違

うのではないか。

･l對東支部基金からの資金手当について本部財務委

員会が事後承諾の型で処理したのは問題で､ある。事

故対策関連の出費は91年度には基本的に発生してい

ないのて､はないか。

II'1答

・年末の資金繰りのため関東支部基金からの補助とへ

いう型をとっているが当然お返しすべきもので92年一

度予算には組み込んであるのて､’3号議案の際よろ

しくご誇義願いたい。事後承諾については，今後そ

のようなことがないようにしたい。

・小笠原レース，八丈島レース等が中I卜になったの

は，参加艇がいない，あるいは1艇のみで，レース

が成立しなかったためて執行部だけの問題で､はない。

会員から知恵を出してもらって島周りレースを楽し

むための案をフリー|､から積み上げてほしい。

先ほどの理事会では，とりあえずクルーザー委員

会を設けて，シーマンシップ･を中心とした，レース

委員会とは違う次元て繊の委員会制度を発足させよう

ということになった。

．小さいレース，クルージンク艇主体のレースは，

レース・スケジュールによればかなり計画されてい

ると考えている。

へ

議長から,91年度事業報告及び収支決算報告について

の可否が諮られ，異議なく承認された。

議題(3)1992年度事業計画及び収支予算について

久保常務理事から,資料に基づき，レース事業について

はジャパンカッフ。及び江ノ島・清水レースのⅡ程変更，

-珊受事業については総務委員会事業にJYRU問題推進

作業の追加を含む各事業計画の説明があり，次いで，児

玉財務委員長から，収支予算につき，資料を基に大要次

の説lﾘ1があった。

収入については，

・経常収支健全化のため会費値上げを行ない，対前

年32％増を兄込んだ。

．登録収入て､鶴は，会友艇登録のさらなる拡大を見込

んだ。

・事業費頒布物品は若干の増加を見込んだ。



･GPS等は頒布物品に組み込んだ。

．特別事業のジャパンカッフ｡，グアムレースの収入

は,91年度予算とほぼ同額とした。

支出については，

・人件費の伸びは6％とした。遭難対策に係わるバ

イト雇用経費も含んでいる。

・家屋費は新オフィスの水準で計上した。

・委員会支出額の基本は，各委員会の申告を基礎と

したが，厳しい財務状態を踏まえ相当額抑制させて
1，十画ナざ､I，ナ〉
耳ノーノー可ノL＝○

.特別事業支出については，今年度は十分なコント

ロールを行なうこととしたい。

基金からの「補助金」の精算

・予備金の中から充当していく。現在の財務状況で、

へはすべての精算が終わるまで複数年を要することに

なろう。

全般として，92年度の予算は収支改善を前提として組

んて、いる。従って各委員会，実行委員会にあっては，よ

り一層の支出管理をお願いいたします。

遭難対策費について,並木関東支部長から,他支部基金

への依頼も考慮してはどうか。また，各代議員から，本

来保険で賄うべきである，保険契約の有無をレース出場

条件にしてもよい。等の発言があった。

大儀見副会長から,JYRU問題については,NORC

は外洋ヨシ|､が専管分野て､あり，小艇及びオリンピック

には関与していないことを前提とする。ということの総

論は両者とも了解している。旨の説明があった。

議長から，92年度事業計画及び収支予算についての可

否が諮られ，異議なく承認された。

一電題(4)1992～1993轌旦当の理事･監事の選任について

大儀見副会長から，新理事･監事候補者は別紙｢理事・

監事名簿（案)」のとおりて､ある。なお，理事について

は，各支部からの報告を纏めたもので，｜對東支部につい

ては選挙によるものて穣ある。との説明があった。

議長から，本案の承認を得たい旨諮られ，異議産〈承

認された。

（別紙「理事・監事名簿」は，本議事録に添付すること

とした｡）

議題(5)1991年度会費滞納者（除名予定者）について

大儀見副会長から,資料の名簿のうち昨日までに会費を

納入された5名については名簿から削除していただきた

い,総数353名である旨の説明があり，昨年同様暫く猶予

期間をおいてから手続きを取ることとしたい旨の説明が

あり，異議なく承認された。
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他に，質疑意見等はなく以上で審議を終了し，1625，

第14回代議員会を終了した。

上記議事録に誤りのないことを証明し，記名押印する。

平成4年2月22日

議長石原慎太郎（印）

署名人古川保夫（印）

署名人初鹿野幸生（印）

理事・監事名簿

（1992年～1993年担当）
理事

_且名|新重
朝 河 清 重 任

石井正行〃

石原慎太郎〃

大儀兄猟〃

久保*Ⅱ男〃

児玉萬平〃

清水栄太郎〃

鈴木巌之〃

内藤恒夫新任

並木茂士重任

林賢之輔〃

古川保夫〃

宮坂敬三〃

安岡信一〃

山崎達光〃

柴田邦敏〃

岩崎正幸新任

小林義彦重任

川端治夫〃

長谷川富延〃

都築勝利〃

三井祥功〃

秋山福夫〃

秋田博正〃

平岡英信〃

松木哲〃

山村彰新任

岩田行史重任

川村安正新任

束江正喜重任

監事

横山晃

渡辺修治

重任

重任

住 円I

東京都港区白金3-21-7

横浜市金沢区片吹15-11

束京都大田区田園調布1-44-2

神奈川県中郡二宮町111西45

小平Ih上水本町2-6-2

束京都目黒区中目黒1-8-12

束京都文京区音羽2-1-20

横須賀市ハイランド1-40-10

束京都墨田区両国3-2-4-60l

横浜市神奈川区白楽39

横須賀｢|丁芦名2-25-1

束京都品川区大井5-16-12

櫛兵赫峰jll区三枚町563-1ｻﾆーﾉⅦﾂ諦鋪:201

川崎市幸区南幸町1-33

束京都文京区小日向2-21-6

清水I|丁八坂北1-2-20

浜松市広沢3-22-9

半田市亀崎町10-1

久居市東鷹跡町43-3

名古屋市中区栄1-29-23

高浜市小池町6-5-17

京都市南区東九条南烏ﾒﾘ町35-6-1-114

京都｢|j山科因ll田御出町33

芦屋市ll1手町31-26

大阪市天王寺区北山町8-11

芦屋市潮見町3-4-4

西宮市浜松原町2-2l

広島市西区己斐中2-3-10

久留米市日の出町44-3

浦添市沢岻955-2

横浜市磯子区岡村4-18-19

神奈川県三i輔‘葉山町堀内588
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第36回総会議事録
社団法人日本外洋帆走協会

1日時

平成4年2月221](j=)1655～1725

2場所

東京都千代田区霞ヶ関3－2－3

国立教育会館601会議室

3出席者

929名（出席57名委任状872名）

4議題

(1)ジャパン・グアムレース報告

(2)1991年度事業報告及び収支決算報告

（3）1992年度事業計画及び収支予算報告

（4）新理事・監事及び主要役員の選f倖|浩

（5）その他報告

5議事

1655,清水専務理事の司会により開会，久保附務理事

から出席会員は929名で特別会員及び正会員計4,531名の

5分の1以上である旨の報告があり定足数を確認石原

会長力議長となり，議事録署名人に浅野英武，初鹿野幸

生両氏を指名し，議事に入った。

始めに石原会長から,本年はNORCにとっては種々な

問題が出てきた。時間も限られているようだが，忌|＃iの

ない意見をいただきたい。との挨拶があった。

議題(1)ジャパン・グアムレース報告について

尾島レース委員長から，資料に基づき大要次の報告が

あった。

既に報道等からの情報によりご存知と思いますが,今回

のグアムレースでは過去経験しなかった大事故が発生し

ました。NORCは,12月27日「マリンマリン」の落水

から緊急体制に入り,1月1Hから「MM事故調査ﾒ様

委員会」を召集し，その後「たか」遭難のため，組織を

「ジャパン・グアムヨットレース事故調査対策委員会」

へ改組し，全力で対応してきましたが，何分にも事故の

大きさが計りしれず，日々の新しい情報に振回され，各

位への報告が遅れたことをお詫びいたします。事故調査

対策委員会て､､は，事故の問題点となる情報を収集し，こ

れを一つ一つ検証し，正確な事実を基に文様を講じる方

針で，第1次の報告書を3月未完成を目指して取り組ん

でいます。まだ，質問に答えられる状況にないことを了

解していただきたい。

清水専務理事から，昨日「たか」佐野氏と面談した結

果，事故女様委員会で考えていた種々の問題点がある程

)麺雁定できた。これらの情報は報告書に収録されること

となる。佐野氏の回復は順調である。との報告があった。

議題2)1991年度事業報告及び収支決算報告

議題(3)1992年度事業計画及び収支予算報告について

清水専務理事から,時間の都合があり,事業報告及び事

業計面については，お手元の総会資料を読んでいただく

こととして説明は省略したい，と説明があり，91年度収

支決算及び92年度収支予算について，児玉財務委員長か

ら資料に基づき大要次の報告があった。

91年度収支の概況は，主としてイベント収支の悪化に

ともない，極めて厳しい数字となった。会費・登録収入，

管理費等経常収支はほぼ予算どおりに推移したがI~I本海

レースの中止等による賛助会費の未実現，タ、ブルハンド

レースの経費増，ジャパンカッフ･の収入減経費増等にー

より大幅葱収支のマイナスとなった。加えて年末に発生一

したグアムレース避難に対し一時に相当額の現金を用意

する必要が生じ，｜對東支部基金から遭黛膨寸策基金の協力

を仰ぐこととなった。

収入については，

、会費入会金は微増，賛助会費は実現しなかった。

、登録料は伸びたが，会友艇登録の増加が主たる要|犬｜

・会姻X入の伸びは,GPSの頒布を行なったため。

．特別事業の中にはIMS関連事業があったが未実現。

支出については，

・管理費は予算どおりに推移した。

、会議は新事務所て､､の会合を主体に考えていたが，会

議費の削減には至らなかった。

、会報委員会費の大|幅増加は前述GPSの仕入れが計

上されているため。

．特別事業費，ダブルハンドレース経費は，通算事業

費では596万円の黒字決算となったが,単年度対予算へ

で､は800万円の支出超過になった。

．特別事業費ジヤパンカツフ･は,対予算200万円の収

入減約400万|ﾘの支出超過となり，単独収支で､もマ

イナスとなった。

以1毛のとおり,今年度決算はビッグイベントの収支に大

きく左右されてしまった。特にこれらの支出について，

十分にコントロール出来なかったことでは当委員会の責

任を大きく痛感している。

今年度，遭難関係の支出も相当額予測されることから，

この反省を十分に活かして予算執行に当たりたい。

次いで,横山監事から，2月4日，渡辺監事とともに監

査を行なったが会計については適法かつ正確で､あり，業

務については法令定款に違反する事実はなかった。旨の

監査報告があった。

92年度収支予算は，

収入については，



テ

・経常収支雌全化のため会聾値上げを行ない,対前年32

％増を見込んだ。

・登録収入て、は,会友艇登録のさら唾る拡大を見込ん趣

・事業費，頒布物品は若干の増加を見込んだ。

･GPS等は頒布物品に組み込んだ。

.特別事業のジヤパンカッフ。，グアムレースの収入は，

91年度予算とほぼ同額とした。

支出については，

・人件費の伸びは6％とした。遭難対策に係わるパイ

｜､雇用経搬も含んでいる。

・家屋費は新オフィスの水準て、計上した。

・委員会支出額の基本は，各委員会の申告を基礎とし

たが，厳い､財務状態を蹄まえ相当額抑制させてい

ただいた。

へ.特別事業支,'l'!については，今年度は-|-分なコントロ

ールを行なうこととしたい。

基金の精算については，

・予備金の!|!から充当していく｡現在の財務状況ではす

べての精算が終わるまて､､複数年費やすことになろう。

全般として，92年度の予算は収支改善を前提として組

んでいます。従って各委員会，実行委員会にあっては，

より一層の支ll'!管理をお願いいたします。

議題(4)新理事・監事及び主要役員の選任報告について

清水専務理半から，先ほどの第14回代議員会において

理事･監事が選任され，第1201''l邪事会において役職が決

定された。
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新理事は，関東支部内藤氏，駿河湾支部岩崎氏，内海

支部11｣村氏，玄海支部川村氏て聯今|前1氏，峰旧氏,lll旧氏，

末松氏は退任された。

会長は石原理聯,副会長は大儀兄理事,と東海支部長小

林理事，専務理'|#は清水理事，でそのほかの理1f･朧事

には変更はなく，査料のとお()て､､ある。

委員長では,WiIII邸事が兼職していた海事思想辨及委員

踵に，内藤氏力就任した。そのほか変更はなく資料のと

おりて繍ある。と雑件があI),IIﾘﾙﾃ新理事の紹介があった。

議題(5)その他

＊清水専務fil!事から,先ほどの理事会で横lllW制寺から

のご提言によl),シーマンシップ･を啓蒙するため海

事思想普及委典会のなかにクルージング委員会を置

き検討実施に当たることとなった。旨報杵があった。

＊松井術磐支部長,関東支部小黒代議員から,マリー

ナ・泊地の確保に苦労している,NORCのバック

アップ。をお願いしたい。との要望があり，会長から，

行政改革需淡会に泊地問題をまとめて意兄典II1をし

てはどうて需あろうか。との発言があった。

他に質疑意兄等なく，以止て識jifを終了し,1725,第

3611i｣総会を終｣"した。

上記議事録に誤')のないことを証lﾘ1し，記名1111印する。

平成4年2112211

議炎石原慎太IIII(印）

料名人浅野英武（印）

著名人初鹿野幸牛（印）

｢<ﾏﾘﾝﾏﾘﾝ><効>海難事故に関する第1次報告書｣頒布の槻らせ
JGYR92事故調査対策委員会

事故発生nil稜に,NORCは上記の委員会を設置して

=f故原因の究lﾘlと再発防ll三のために総力をあげてきまし

こ。このたび，ようやく第1次の報告書の大》ドを上梓，

5月!'1句には|弓lllll'lと製本が完「，頒布で､きる兄込みが立

ちましたのて､､お知らせします。

報告書はA41411,頁数は予算の|對係でjIXfkIxI版の処理

が遅れているために，まだ確定で､きていませんが,130頁

ljij後になるかと,1J､われます。

報告書の頒ｲij方法は,4)-12511の緊急珊牢会決定に基

づき，部数2,000部を製作。ご希朝の会員へは無料て守頒

"rijoただし送料(報告書の屯1IIzが不明のため〈ゴ兇在未定）

は自己負扣｡非会員へは,‐-llllにつき令5,0001'1の事故調

布対策協力金をおl頓いすることになりました。

報告書の|ﾉ1容は以下の通りです。

〔報告書の構成JGYR92事故調査対策委員会〕

序文真の追悼と反省のためにイi原|真太郎

ヨットレースのJIL本原則

JGYRの歴史

各1m参加状況の一覧

JGYR92参加査格

JGYR気象海象の調査と分析

JGYR92参加艇アンケート調査

JGYR92日時経過一覧表

くマリンマリン＞とくタカ＞のう。ロフイール

〈マリンマリン＞キール脱落事故原|火|調査報告
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くマリンマリン＞〈タカ＞海難豆lf故に関する』If,'ikMIIt

検討』1糸項

糸 討 門 人 兄 儀 薫

データ的に主要な箇所は，今|'1lだけでなく過去余1111の

レースの気象海象の洲汽を民IIWI会社に委託，比'l攻を試み

た「JGYR気象海象の調査と分析｣，それにT件を越え

る'11'i繩を収集整理を終え,確認された事実関係をビジュ

アルなⅡ寺系l1に､1fべた｢JGYR9211崎滞是過一覧表｣，また

技術会員会が令ﾉJ投球，コンピュータク守ラフイックを‘駆

使した，前例が倣少な貴重なデータも多い｢<マリンマリ

ン＞キール脱落』脚ik原因調禿報杵」とくタカ＞転殺了I予故

"|/fl調査報告」などて銅す。ぜひご一読下さい。以上
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1夕力Qカップ奮戦記

浦安未央スキッパー林明夫

何の因果か，ヨット病に遇かれてはや20数年，順風吹

けば天国，時化たら地獄のヨシ|､，また陸から見ている

のと乗るのて､､は，大違いのヨットて愈はありますが，懲り

ずに今年も又賞1W11に魅せられて，エン|､リーしました。

2

我々にとって，もう一つのタカQカップcの魅力は，憧

れの相構宵でレースが出来るという事と，レース運営自

体が余り熱くならないよう，程よい主旨が感じられるか

らで､す。

又,参加艇の多いレースて．もありまして、「つぼのレー

スてﾞヨー」と，昔のヨシ|､仲間共やメンバーと，大ボ

ラを吹きながら，旨い酒て、も飲めたらと考えた次第て､､あ

ります。

3

去年はCR総合3位という成績で，皆，喜んて､旨い酒

が飲めまして，さて今年も柳の下のどじょうをもう一匹

と張り切って参加しました。

結果は今年は柳の~|､~にドジョウがおりませんてゞ した。

メンバー助っ人共々に〔もし…･･･たら〕と我々の腕は棚

に上げまして，風のせい，艇のせい，はたまたセールの

せい，もひとつお前の顔のせいなどと，せいせいづくし

で又ひとつ楽しい酒の肴になりました。

「…タラ・タラ・タラ」の今年のレースて､したが，同

型艇ifとの賭に勝ちまして，皆で､「マアーイッカー」

で終わりました。

“長坂さん失礼”

と
~

～

～ ドルボート沿革

クラブ事務総長青山恒昌

ミドルボート

22

この語言については,どなたが最初に言い出したかは定

かではないが，過去にはピッグポートが存在し，スモー

ルポートも現在まて､活動している。その間に位置するの

が多分ミドルポー|､て､､あろう。

昭和61年3月，青波行の原均氏が中心となり，関西の

オーナー有志により，全｢1本のタイトルて、第1回の選手

権が開催された。関東からも多数の遠征艇があり，ハー

フトナー，スリクオーターの連｢|'は“春は関西で，秋は

熱海のジヤパンカッフ。て戦いましょう”が合い言葉にな

り，以後昭和63年の第3回大会まで関西で開催されたそ

れなりの位置を占めたが，ミドルであるためか,IOR

の大型化がそうさせたかは解らないが，昭和から平成へ

の年号の移I)変りと共に，西て､､の開催は｢|'断し，以後関

東で行われるようなった。

一
関東ミドルボートオーナーズクラブ

ジャパンカッフ。，関東フリー|､対抗，鳥羽レース，関

東支部主催の島廻りレース等で活躍された，12名のIO

Rポートオーナー有志によって，平成元年1月に設立さ

れたクラブて､､ある。

誇寸羊旨

ミドルボートの発展を図る･

選手権をゴールデンウイークに開催する。

選手権で欠損が生じた時は会員が均等に負担する。

会員は，口を出し，手を出し，お金も出せること。

会員相互の親睦をはかる。

役員は輪番制とする。

入会金3万円，年会費1万円とする。

このようなコンセフ･トのもとで出帆しました。

平松栄一氏（インデペンデンスvオーナー）に名誉会

長をお願いし，全ての案件は合議制て決定することにし

た発足時より会員数は増え，平成4年5月現在で35名一

数えるに至っている。

ミドルボート選手権

インショア・レース5本からなるシリーズ・レースてﾞ

はあるが，基本的にはあくまで､も“選手権ゴッコ”で､あ

り参加するう｡レーヤーの意見を尊重し，レース企凹や運

営面に反映すること。

レースは,L技体を十二分に使って競い合い，シーマン

らしくルールには厳しく，過激派から，それなり派まで

が海上ではレースを楽しみ，陸上で､は日常の世事から離

れつめたいビールを片手に心ゆくまで，海や人生を語る。

レース委員長は海で､のパーティーのホス|､として，実行

委員長は陸でのホストとして,会員や参加するう｡レーヤー

に十分な満足感を与え，喜んで頂けるようなホスピタリ

ティーを発揮すること。

これが私達の企画したミドルポート選手権なのです。

'
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天，好風に恵れ5レースを行った。

ジャパンカッフ。とのダブル開催となり，運営艇，使用

海面などを考慮して，5月2日をショート・デイスタン

スあしか島レース（25マイル）とし，4月29Hを新な企

画としてオーナーヘルムズ・レースを行った。

これまて､最多の参加艇数をみた。シリーズ・レースで、

は62艇,オープン･レースに7艇,5日間で320艇とクルー

延べ2500人の参加である。相樹弩最大のレースに育ちつ

つある。

参加艇数CR-33,IOR-29,遠来艇-19

優勝艇CR,テイクワン武部芳宣

IOR,サンタグリーン笠原文和

テイクワンは東海支部(碧南YC),サンタグリーンは

近北支部(志賀YC),IORベストアマ,JUST6堀

田和正は東海支部(幡豆フリート)，全て遠征艇て、，これ

て、名実共に11本ミドルポート選手権となった。

三浦市民宿センターのご協力により，松輪地区の民宿

を選手村としました。遠来艇の皆様に利川して頂きまし

たがいかがて､､したでしょうか。

将来への展望

CR艇がこれから増加する傾向にあるのは自明の理てﾞ

あるが，更に正確で公平なレーテイングの算出や,IM

Sタイプ。の艇の位置付け,IOR,CRの古い艇に対す

る対策などなど，十二分に考慮した，新しい企画のもと

て､のシリーズ・レースを再構築しなければならない時代

に来ているような気がする。

実績

第1同，平成元年，大会名称を関東ミドルポート選手

権とし，5月3，4，5の3H間で4レースを行った。

参加艇数IOR-24,CR-3艇,参加人員648人

倒券艇IOR,アフロデイタ菅野道

CR,キャフ｡テンカリブ桜田隆

アフロデイタチームは小松一憲氏を擁し全レースを制

し3/4トンワールドに向けての最後のチューニングレース

となり，世界選手権では日本初の4位と雌|淵した。

第2同，平成2年，今回より株式会社タカキユーのご

協賛を得て，冠大会となり，タカキユーカッフ。'90ミドル

ポー|､選手権とした。風に恵れず，3レースしか消化H1I

＝ず，以後大会役員の日頃の言動，行動に反省を与える

,J好の機会となった。

参加艇数IOR-30,CR-24,参加人員1296人

周券艇IOR,アフロデイタジュニア管野隆

CR,UFO川島正通

UFOチームのカジをNORC･CR委員長の尾田英

明氏がひき，クルーザレーテイングの普及に貢献した。

新しい企凹として,“ヨット業界に従事している人達で、

構成されたチーム"には総合賞を，“趣味としている社会

人や学生で構成されたチーム”には総合賞とアマチュア

賞を,IORて､進水後6年を経過した艇にはシニアポー

｜､賞を贈ることにした。

第3回，平成3年，今年も株式会社タカキユーのご協

賛を得て，タカキユーカッフ。'91ミドルポー|､選手権とし

た。

日本のタイトルにふさわし<,14の遠来艇もあり,4

一26，27，5月3，4の4n間好天に恵れ,5レースを

，｢い，念願て､､あったベスト4選択のデイスカード・レー

スが成立した。

参加艇数IOR-34,CR-24,参加人員1856

優勝艇IOR,シルフィード蒲谷和行

CR,キャフ。テンカリブ桜田隆

IORて、はシルフィード，リッフ。ル，再兄が,CRてﾞ

はカリブとメルルーサが最後まで争い，相対的にハイレ

ベルな戦いとなった。

今年はホップ。，ステップ･のラストジヤンフ｡の年であっ

た当クラブの'二|的て､､ある，レースアフタアがウエルカム

中H,表彰式と3回も催され，充実した雰囲気のもとで

ひえたビールを片手に海を語り，人生を語る，ことが実

現した。

生
巨 知板

NORC,オリジナルポロシャツを

頒布します。

素材は口のオールコットン

NORCのししゅう入り

サイズはLL,Lの2種

価格は四千円

送料は着払い

担当はNORC事務局小山まで第4回,平成4年,タカキユーカッフ。'92H本ミドルポー

ト選手権は4月26，29，5月2，3，4の5日間，好
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'92初島卯月レース総合成績
’
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所要時間
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結果,ジャパンカッフ･て癖も涌跳した

“ドリームピック"がファーストホー

ム/IMSクラス優勝を果たした。

今後のレース朕開が注llされるとこ

ろて､､ある。

間來の!nｼまわりレース|冊I群を告げ

る,'11{例の初烏卯llレース。

今年は4月4II午liill()時に，小網

代沖をスタート。火北火の肌に乗っ

て，参jll艇は一路初IMI)をll桁した。

今月の表紙:20年間誰れも破れなかった

沖縄～東京レースのコースレコードを今

まさに破らんとゴールを目指す“ラッキ

ーレディV''(写真／市川和彦）

OFFSHORE"2()3り‐、IzIk-1年5)11511発付

脈jlll'ill511発行

II/{f1152年7)12111第三椰郵使物1泄Iリ

1部定{llli300円（郵送料46III)

苑1j･ftl､i1法人H本外洋巾ルヒ協会

"i(都港|ﾒ虎ノ門1-11-2("2船舶振興ピル5階）

地！渦・東京03(3504)1911～3〒105

郵使振替番号2-21787

印hilllﾘl宏印刷株式会社
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全世界で最も信頼されている、理想的な八一ケン・ジブリーフイング＆フアーリング

システムの紹介で式

ジブリーフイング＆ファーリングはコクビットから､できるだけ簡単にセイルを縮めら

れるような効果的なシステムが必要で或

まして､スムーズな回転や､特別な強度などの要求にも完壁に応じなければいけませ

ん｡通常のリーフイングシステムでは､縮帆(リーフイング)するごとにセイルが深くなり

過ぎ、帆走性能などに悪影饗をおよぼしていますが､ハーケン・ジブリーフイング＆

~UNIT-0(20～29フイートの小型艇）
Sビンービン9.5mまで

Cモデル

￥210,000

UNIT-1(28～37フィートの小型艇）

Sビンーピン11.8mまで

UNIT-1-5(35～38フィートの小型艇）
ビンーピン14.2mまで

※35～38フィートの小型艇でヘツドステイが8Ⅲlの艇

UNIT-2(36～46フィートの中型艇）
Sピン～ピン16．2mまで

Cモデル

¥308,000

Cモデル

￥373,000

Cモデル

￥472,000

フアーリングシステムは､これらのすべての要求を解決していま或

通常はリーフイング時､スプリットドラムと上部ピンが回転するのみでヘッドステイ中

心部が強く巻き取れませんが、ハーケンはヘツドステイ(フォイル)中心部がドラムと

ピンよりも早く回転し始め、ドラムとピンが遅れて回転するため美しく均一に巻け、

フアーリングしてもセイルが深くなる心配はいりません。

世界のあらゆる海域で使照され､1年閏に20.000本以上製造される実績がすべてを

物語っているので夷

レーシングドラム仕様

ハーケンジブファーラーの鍛えぬかれたエアロダイ

ナミックフォイルは､レースでも大きな威力を発揮し

ま丈クルージングﾓｰドからレーシングモードへの

変更は､巻き取りドﾗﾑの6本のビスの説着だけで

完檗喝作業は簡単､所要時間はわずか10分ですも

ドラム部はビスだけで簡単に着脱できま戎ドラム

部をはずせば､今までどうりジブ交換が可能f,ﾚｰ

ｼﾝクセールも無駄になりませんc､

ターンの特許のもと製造されていま甑
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節4回タカキユーカップ'92日本ミ

ドルポート選手権は、史上簸多の参

加艇をみた｡シリーズレースに62艇、

オープンレースに7艇の計69艇、延

べ5日間で320艇とクルー延べ2500人

の参加である。相模湾最大のレース

に育ちつつある。

今1I1は従来のインショアに「アシ

カ島」回航25マイル・ショートデイ

スタンスを加えた。又、第3レース

にはオーナーヘルムスの義務付けも
.■B

試みた。これら全てが大成功裡に終

わり、表彰式への熱気へと移った。

総合優勝はIOR･サンタク昏リーン、

一
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濯
CR・TAKE-1、ベストアマ・

JUST6。ことごとくカップは東

海、福井、名古屋等の遠来艇が手に

していった。

この快挙は本シリーズがあたかも

全国区になる予兆でもある。

唖
B

心呈

錘ﾕQ露

レース報告 年々増加する参加艇の中でCRク

レース委員長尾田英明 ラスのスピードと操船技術の向上に

｜は目を見張るものがあります。10

ゴールデンウイークの限られた日

程と過密なスケジュールに加え、相

模湾の中でもレースコースが可能な

小さな毛リアを利用して、'92日本ミ

ドルポート選手権、'92JAPAN-

CUP、J-24レデイス全日本のビッ

ク曇イベントが同時I；M催され、種々の

問題に驚いて各実行委員会が応じて
くれ何のトラブルもなくスムーズな

レース運営が出来た聯をJAPAN-

CUP、J-24の実行委貝会の方々に

この書面を拝借して深く感謝致しま

す。

以上の問題が解決したことで「良

いレースコースを設定し参加艇の皆

さんに楽しんで戴く」というホスト

役に没頭することが出来ました。内

容はともかく全5レースを消化し、

シリーズレースが無事故で成立でき

たことは昨今のヨットに対する汚名

挽回となります。

Rクラスから移行したわけでなく参
鎚

加艇数も一挙に33艇まで増加しまし

た。ルールに緋られないクルーザー

レーティング艇ともいうべき軍団一
騒

今後も益々発展するディビジョンと

いえますが、もっと楽しくするため

にレーテイングによるクラス分けも

考えなければなりません。IORク

ラスに鯵いても参加艇を聯やす事と
蕊

同時にハイテック艇のトップ集団に、

シニアポートが絡み合えるようなロ

ーカルエイジコレクI､やクラス分け

を採用しIORクラスの盛り上がり弾

期待したい。いずれにしても公平で

楽しいレースをコーディオ､イトする

事が当クラブの発展につながり、日

本人サイズのミドルポートの普及と

発展になると信じています。

今回のレース運営に協力して戴い

たスタッフの皆様ありがとうござい

ました。夢”：器,識‘ゞ､#‘

photobyKeiYajima
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CR総合優勝

TAKE-1武部芳宣

充実の我がサンタチーム

サンタグリーン笠原文和

今年2月全員で今年のレース出艇

計画を検討している時、昨年ジャパ

ンカップ惨敗の悔しい思いは残るも

のの、日本ミドルポート選手椎に参

加させて頂こうと決定しました。そ

の品大の理由はレース日が良い、多

数の同型艇で戦える、運営が好評で

ある等でした。

以来クルー選抜、練習を重ねなが

ら、是非とも3位入賞を目指し緊張

しながらも26日を迎えました。

さて、第1レースは天候に恵まれ

そのうえ幸運にもファーストホーム。

しかも続けて第2レースを実施する

とのこと。最初の勢いをそのまま結

果に継げることができました。第3

レースはオーナーヘルムス。捨てレ

ースにできない。小生は過去レース

でテイラーを握ったことがない。お

察しの通り確実に実力33位なのに5

位の結果は全てクルーのお陰。特に

石川氏が小生に付きっきりで､押せ、

ﾘIけ等の大声でフォローアップ。そ

のため終了後は喉がカラカラだった

ようだ。誠に腕の悪さに呆れるばか

り。ゴメンナサイ！しかし、つきは

まだ残っていたようで第4．5レー

スも勝つことができました。

妓後に、三河湾でもこんな凄いレ

ースが開催されれば、三河湾の仲lHl

も感激するだろうなぁと思いながら、

スマートでオーナーヘルムス等心温

まる運営をされたスポンサー初め|典I

係各位に心より感謝申し上げます。

ありがとうございました。

昨年度の烏羽パールレースIOR

総合優勝、今回の日本ミドルポート

選手権IOR優勝と素晴らしく充実

した日々が続いている。しかし今年

に入ってからは1月から4月の全6

城のNORC近北支部ポイントレー

スではあまり良い成紙ではなかった。

艇のスピードが上がらない。IO

Rレーテイング21.96ではこんなもの

かとも思った。小さなボリュームの

ハルながらセールエリアが小さいた

め、結局中風以上の艇性能と諦めた

りした。しかしわがクルーはどうし

ても今のスピードに我‘|晩ならなかっ

たらしい。夜も寝付きが悪いほど悩

んでいるという。皆で縦諭し、他艇

と走り比べを繰り返し行った。設計

者の高井さんも来てくれた。セール

メーカーのアドバイスも受けた。

3月まではどん底の艇スピードの

サンタチームだった。結局いろいろ

なチューニングを施し、スピードア

ップが感じられ、レーテイングも再

計測を受けた｡21.97と岐小の数航に

押さえられ、上位を狙えられる状態

になったようだ。

しかし、こんな素lli'iらしい結果に

なるとは少なくともオーナーの私は

本当に予想しなかったのだ。どん底

の時、艇を代える事も考えたけれど

これらのチューニングは我がチーム

に大きな知識と経験を与えてくれた

と同時に、サンタチームに次への挑

戦への自信をもたらしたとも思う。

そしてセーリングって本当に奥深く

ておもしろい！
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灘
CRベストアマ

メルルーサ杉田泰一

IORベストアマ

ジャスト6堀田和正

鐸

晶辞

今年のミドルポートは新艇の参加

が多く、とても_上位はj1えないと観

念して練習なしのぶっつけ本番で臨

んだが、群を開けてみると微風の第

1レースで4位、統〈第2レースで

6位。第3レースでは14位とつまづ

いたが、ここまで総合6位でなんと

かなりそうな気配になってきた。

1.5倍のｱｼｶ蹄ﾚｰｽでは前半の

微風で苦労したが､ｱｼｶ烏lⅢ1航後

三浦海岸寄りのコースが当たり、3

位に食い込むことができた。第5レ

ースも無難に走り、このll寺点で総合

3位に浮上した。雌終レースで頑張

り14位を構てレースにと目論んだが、

結局はノーレースとなり終わってみ

れば昨年にリ|統きくストアマ岱を欺

けることになりました｡(何だか癖に

なりそう）今年のコースはソーセー

ジで、迎鴬側が風の触れに良く対応

してくれて大変楽しいレースをilli悦

することができ、毎度のことながら

感謝の念で一杯です。

ミドルの繁栄と、来年のレースに

期待します。

ジャストは大阪湾コルム杯、オレ

ンジカップ、ミドルポート、ジャパ

ンカップ等述↑II息しましたが、私ども

の船にぴったりの素Ⅱi'iらしいレース

は昨年参加させて撒いたミドルポー

ト選手椎だと思い、今年のll標はこ

れに11.いを定めてまいりました。

5レースのうち一番印象に残った

レースはやはり節3レースのオーナ

ーヘルムスレースです。ジャスト2

－世以来I数年、レースで舵を握らせ

てもらえなかった私がヘルムを取っ

てなんとヒマークをトップでl''1航し、

SYLPHIDESが後ろにいるのですか

ら驚きです。雌後には4着になった

のですが。もっともクルーの良きア

ドバイスにしたがっただけのことで

すが､業lli'iらしい結果になりました。

大きく藩としたレースがなかったの

が総合3位およびベストアマとなれ

た勝因と思います。素H青らしいレー

ス通'断のll本ミドルポート選手権。

来年は優勝をjllいます。
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裏方記実行委貝長高橋伸博

第4回日本ミドルポート選手権も

5月4日に無事終了でき、遠来艇に

花を持っていただいたことは、来年

の出艇数にも影響すると共に相模湾

を本拠地とするわが艇も含めた各チ

ームの来年へのやる気と意欲が増し

たものと確信し、大成功に終わった

なと思っております。

実行委員長としては予定の5レー

スできた事とレースが全て好天に恵

まれた事が一番嬉しいことです。

また、ショートデイスタンスは今

回が初めてのコースで行いましたが

各艇より「面白かった」と好評を頂

き、実行を決断して良かったと思っ

ております。

へパーティについては取り仕切りを
全て引き受けてくれた天野さんを筆

頭にハーフタイム、千葉大、ガンタﾞ

リーナの方々、その他各艇の方のご

協力により無事出来たことを紙面を

お借りして御礼申し上げます。

実行委員長とパーティ委員長の一

人二役を仰せ付かつた時は仕事そっ

ちのけで自分がやらなくてはと意気

込んでおりましたが、各スタッフの

協力により結局は全部人任せで無事

全て(多少不満もあると思いますが）

無難に終わることができましたこと

を御礼申し上げ、聖方記とさせて頂

きます。

大会御礼大会会長菅野道

第4回タカキユーカップ'92日本ミ

ドルボート選手権も無事終えること

ができました。年々参加艇も増え、

今大会では過去最多となり、我々主

催者と致しましては感無量でござい

ます。

これも毎回スポンサードして戴い

ております㈱タカキューの御協賛の

賜物と感謝致しております。また、

地元三浦市には今回も多大なご支援

を戴き心より御申し上げます。選手

村の松輪の民宿の皆様方の暖かいお

もてなし有難うございました。ご協

力戴きました各社の皆様に深く御礼

申し上げます。

今回は数多くの遠来艇が参加され

ました。さぞご苦労の多かったこと

と存じます。おかげさまで本大会は

名実共に日本選手権レースとなるこ

とができました。今後さらに充実し

た大会にしたいと思いますので、お

仲間をお誘いの上来年もまた是非御

参加下さい。

本大会はヨットマンのヨットマン

によるヨットマンのためのものです。

今回も幾多の不行き届きやご不満が

あったかと存じますが、それらを今

後の糧と致したいと思いますので忌

'1単のないご意見をお寄せいただけれ

ば幸いです。

大会構成メンバー

クラブ名誉会長

大会会長

事務総長

事務局長

実行委員長

帆走委員長

レース委員長

プロテスト委員長

広報委員長

平松栄一

菅 野 道

青山恒昌

能條秀夫

高橋伸博

二宮宏光

尾田英明

大谷正彦

井上一典

熱田二士行朝河清藤沢武司

蒲谷和行大石巌硲俊弘

植木正裕別部尚司佐藤文昭

中 野 昭 沼 田 尚 文 内 藤 恒 夫

野口隆司菅野隆近藤禎之

平松隆西脇豊石田和久

高村宏渡辺俊一石井敦

木原和喜原均吉田豊

植村貞道荒木紘一

上記氏名は関東ミドルポートクラブ

会員です。
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日本ミドルボート選手権199210RDivision成績表
4／293レース

144．88
、旬冗句

JjJf 25，0028．00

3561 29．25 27．00

125．503841 24．0020，00 26．00

4379 23．0015．00 24．00

3306 22．0026．00
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ﾖｯﾄ'ﾓーﾀーボーﾄ総合保険
東京海上火災保険株式会社

住友海上火災保険株式会社
お問合せ先：会員代理店またはNORC保険デスク(フリーダイヤル0120-024-410)
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歓びを知るクルーザー。海の

走るたびに､こころは静かに満たされてゆきま魂厳選されたチーク素材の質感が､海で過ごす時間を賛沢に演出。

独立した3つの空間､使いやすさが考慮された2つのﾄｲﾚルーム､そしてギャレー､ボトルラッ久

CDチェンジャー付4スピーカーオーディオは､ゆとりあるマリンライフを提供しますも

また､イージーセイリングを実現したコックピット･レイアウトは私たちに､ヨットを操る歓びを思い出させてくれまれ

YAMAHA40EX･本当の海を､知っていま現

■＝

（
↑

40EX"YAMAHA
主な標準装備:大型メインサロンソファー／チーク製マストカバー／キャビンテーフ・ル409温水器
アイスボックス//ぺデスタルステアIﾉングフォールディング式コックピットテーブル

●全長11.98m●水線長10.00m●全幅3.89m●吃水2.20m●完成重量7,200kg
●バラスト重量2,740kg●全セイル面積67.8,2●パース数6●定員14名(平水)●航行区域遠洋

■沿海標準価格例¥3Z993,000円
翠4JH2BE付僅法定安全儲品が含まれていま説

オプション､船舶検査費用､運賃､消隻税は含まれていません。

f

メインキャピン(後方

－ －－ー－

淵も{＝
＝

､誼

痢
P,1

巴.皇翰

Z〆－1r
ギャレー コックピット(後方）

IIHIIIIMAHIN[llf[!
北海道ヤマハ株‘･･s011-612-lO60ヤマハ関西株･…･･缶06-535-l671

ヤマハ東北株…･･･盆022-235-1031ヤマハ中国株･…･･冠082-285-4911

ヤマハ東京株･･････盃03-3444-9971ヤマハ四国株･…･･竃0878-67-380O

ヤマハ中部株……盃052-913-2121ヤマハ九州株.．…･盃092-472-5261

●カタログこ希望の方j;.E名･雅挫名を明配の減.下醗で‘ヤマノ、熊本株.．…･盃096-357-7161

〒438蹄岡県碧田市新貝250Oヤマハ発動捷株式会社広輻室宣伝課

CatchtheSumme「'92<7/31まで〉

キャンペーン期間中､ご成約の方には素敵なプレゼントを差し~上げますも

お問い合わせは左記またはヤマ八マリンブラザ･マリンショッブまでどうぞ。
安全がマリンスポーツの基本です上


